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日
本
共
産
党
岩
手
県
委
員
会
と
県
議

団
は
12
月
22
日
、
達
増
拓
也
知
事
に

た
い
し
、
２
０
１
７
年
度
岩
手
県
予
算

に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

菅
原
則
勝
県
委
員
長
、
県
議
団
（
斉
藤

信
・
高
田
一
郎
・
千
田
美
津
子
）、
吉
田

恭
子
衆
院
１
区
予
定
候
補
、
菊
池
幸
夫

３
区
予
定
候
補
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ

Ｋ
Ｏ
か
ら
の
撤
退
、
戦
争
法
を
廃
止

し
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
を
と
り
も

ど
す
こ
と
。
消
費
税
10
％
増
税
中
止
、

格
差
と
貧
困
な
く
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
な

く
、
農
業
と
経
済
主
権
守
る
政
治
の
実

現
―
な
ど
を
要
望
。
野
党
と
市
民
の
共

闘
を
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ
せ
る
な

ら
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ

し
、
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
自
民
党
政

治
を
終
わ
ら
せ
、
野
党
連
合
政
権
を
つ

く
る
可
能
性
が 

護
利
用
料
の
免
除
措
置
を
高
く
評
価

す
る
と
と
も
に
、
在
宅
被
災
者
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

国
が
医
療
費
助
成
を
行
う
自
治
体

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
廃
止
す
る
も

と
で
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
小
学

校
卒
業
ま
で
現
物
給
付
で
実
施
す
る

き
と 

達増知事（左）に申し入れる（右から）千田県議、高田県議、斉藤県議、菅
原県委員長、吉田衆院１区予定候補、菊池衆院３区予定候補、（１２月２２日） 

 

ら
、
野
党
連
合
政
権
を
つ
く
る
可
能
性

が
開
か
れ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
新
規
高
卒
者
の
県
内
就
職
率

を
80
％
に
高
め
る
抜
本
的
な
対
策
を

求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
、「
申
し
入
れ
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
来
年
度
予
算
へ

の
準
備
を
進
め
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

災
害
公
営
住
宅
に
移
っ
た
高
齢
者

の
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
化
の
実
態
を

示
し
、
孤
独
死
を
絶
対
に
出
さ
な
い
立

場
で
集
会
所
に
支
援
員
を
配
置
す
べ

き
と
要
求
。
県
側
は
「
検
討
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

県
民
の
切
実
な
要
求
と
９
月
県
議

会
で
の
請
願
採
択
を
受
け
、
被
災
地
福

祉
灯
油
が
６
年
連
続
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
が
強
行
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

県
内
農
林
水
産
業
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
、
県
は
コ
メ
の
生
産
額
が
約

21
億
円
減
少
す
る
と
の
試
算
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
輸
入
米
の
価
格
が
約

20
％
も
安
く
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
県
の
手
法
で
自
ら

試
算
し
た
結
果
、
米
の
生
産
額
は
53

億
円
も
減
少
す
る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
派
兵
さ
れ

た
自
衛
隊
員
の
中
に
は
、
岩
手
駐
屯
地

の
隊
員
約
30
人
も
含
ま
れ
て
い
る
と

指
摘
。
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
安
保
法

制
＝
戦
争
法
の
具
体
化
に
よ
る
「
駆
け 

一般質問に立つ斉藤県議（１２月１５日） 

 

12
月
県
議
会
が
12
月
７
日
か
ら

12
月
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

一
般
質
問
に
立
っ
た
斉
藤
県
議
は
、
台

風
10
号
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
利

用
料
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、
被
害
の

甚
大
な
３
市
町
（
宮
古
市
・
岩
泉
町
・

久
慈
市
）
で
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
質

問
。
達
増
知
事
は
「
医
療
費
免
除
は

３
市
町
で
実
施
し
て
お
り
、
介
護
利

用
料
の
減
免
は
宮
古
市
・
岩
泉
町
で

実
施
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

付
け
警
護
」
等
の
新
任
務
の
実
行
で
南

ス
ー
ダ
ン
政
府
軍
と
の
戦
闘
に
も
な
り

か
ね
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
撤
退
を

求
め
る
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。 

○「駆け付け警護」等の新任務に反対し南スーダン PKOか
らの撤退、戦争法廃止と集団的自衛権行使容認の閣議決
定撤回、立憲主義回復を政府に強く要望すること。 

○日本と岩手の農業を破壊するＴＰＰからの撤退を強く
求めること。 

○震災関連の自殺、孤独死防止へ生活支援相談員等の増員
をはかること。仮設団地と災害公営住宅に支援員を配置
し、コミュニティの確立に特別の対策を講じること。 

○子どもの医療費助成を中学校卒業まで拡充し現物給付
化をめざすこと。小学校卒業(通院)までの拡充と現物給
付化を実施すること。 

 

大
震
災
津
波

復
興
の
課
題
で

は
、
震
災
関
連

の
自
殺
が

34

人
、
孤
独
死
が

46

人
に
及
ん

で
お
り
、
災
害

公
営
住
宅
に
も

支
援
員
を
配
置

し
、
見
守
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
確
立
に
特

別
の
対
策
を
求

め
ま
し
た
。 

 

台
風

10

号

災
害
被
災
者
へ

の
医
療
費
・
介 
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【 

10
月
】 

17
日 

議
案
説
明
会
、
野
党
共
闘
調
整
会
議 

19
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会
、
盛
岡
山
車
推
進
会
慰

労
会 

20
日 

大
運
動
成
功
め
ざ
す
全
県
地
方
議
員
交
流
会 

21
日 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
席
の
皇
太
子
特

別
奉
迎 

22
日 

希
望
郷
い
わ
て
大
会
開
会
式
（北
上
市
） 

23
日 

台
風
10
号
被
災
状
況
調
査
（小
池
書
記
局
長
、

岩
渕
参
院
議
員
、
県
議
団
） 

24
日 

陸
前
高
田
市
調
査
（戸
羽
市
長
、
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
、
栃
ヶ
沢
災
害
公
営
住
宅
） 

26
日 

矢
巾
町
越
教
育
長
と
懇
談
、
議
運 

27
日 

議
運
、
９
月
定
例
県
議
会
開
会 

28
日 

県
社
会
福
祉
労
組
定
期
大
会 

29
日 

地
域
総
研
講
座
（Ｉ
Ｌ
Ｃ
問
題
）、
城
東
地
区
９

条
の
会 

30
日 

県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
定
期
大
会
、
美
雲

社
書
展
鑑
賞 

【 

11
月
】 

2
日 

盛
岡
女
性
の
つ
ど
い
、
中
央
病
院
望
月
院
長

と
県
議
団
が
懇
談 

4
・
7
・
8
日 

県
議
会
本
会
議
（８
日
、
千
田
美

津
子
県
議
が
一
般
質
問
） 

9
日 

商
工
文
教
委
員
会
、
県
医
労
中
央
病
院
支
部

と
懇
談 

10
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
商
工
文
教
委
員
会 

11
日 

議
運
、
本
会
議
、
岩
手
大
学
一
祐
会
盛
岡
支

部
講
演
会
・総
会
、
旧
盛
短
利
活
用
期
成
同

盟
会 

12
日 

安
倍
政
権
打
倒
・県
民
要
求
実
現
め
ざ
す
県

民
集
会
、
県
弁
護
士
政
治
連
盟
と
の
懇
談
会 

13
～
24
日 

決
算
特
別
委
員
会 

19
日 

衆
議
院
１
区
・３
区
予
定
候
補
者
発
表
、
緑
ヶ

丘
後
援
会 

23
日 

城
南
地
区
第
15
回
芸
能
祭
り 

25
日 

野
党
共
闘
調
整
会
議
、
最
終
本
会
議 

26
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会
、
八
日
町
振
興
会
慰

労
会 

27
日 

原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
全
国
交
流
集
会
、
盛

岡
地
区
宣
伝
カ
ー
お
披
露
目
宣
伝 

28
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

29
日 

県
母
親
大
会
副
知
事
要
望
・対
県
交
渉 

【 

12
月
】 

1
日 

く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

2
日 

農
協
中
央
会
畠
山
常
務
と
懇
談
、
県
政
要
望

を
聞
く
会 

3
日 

都
南
の
つ
ど
い 

4
日 

一
戸
町
日
本
共
産
党
演
説
会
、
盛
岡
ス
ポ
ー

ツ
人
の
つ
ど
い 

5
日 

県
商
工
会
連
合
会
永
井
専
務
と
懇
談 

6
日 

議
運
、
い
わ
て
国
体
感
謝
の
つ
ど
い 

7
日 

12
月
県
議
会
開
会
、
野
党
共
闘
調
整
会
議 

8
日 

岩
泉
町
台
風
災
害
調
査
（伊
達
町
長
、
保
健
福

祉
課
長
、
県
現
地
課
長
、
町
商
工
会
） 

10
日 

渥
美
健
三
先
生
の
思
い
出
を
語
る
会 

11
日 

全
建
総
連
岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
定

期
大
会 

13
～
15
日 

本
会
議
（
15
日
、
斉
藤
県
議
一
般
質

問) 

13
日 

歯
科
保
健
医
療
懇
談
会 

15
日 

水
産
振
興
議
員
連
盟
・水
産
関
係
者
と
の
懇

談
会 

16
日 

商
工
文
教
委
員
会 

18
日 

盛
岡
地
区
党
会
議 

20
日 

議
運
、
最
終
本
会
議 

22
日 

達
増
知
事
へ
の
来
年
度
予
算
要
望
書
提
出 

23
日 

岩
手
県
党
会
議
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

24
日 

野
党
４
党
合
同
街
頭
演
説 

25
日 

日
本
共
産
党
演
説
会
（田
村
智
子
副
委
員
長
、

都
南
文
化
会
館
） 

９
月
定
例
県
議

会
が
10
月
27
日
か

ら
11
月
25
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
の
復
興
で

は
、
被
災
者
の
切
実

な
要
望
で
あ
る
「
被

災 

災
並
み
の
対
策
を

強
く
求
め
ま
し

た
。
７
０
２
億
円

の
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
、
被
害
の

大
き
か
っ
た
３
市

町
（
久
慈
市
・
岩

泉
町
・
宮
古
市
）

の
被
災
商
工
業
者

へ
の
支
援
と
し
て

「
地
域
な
り
わ
い

再
生
緊
急
交
付

金
」（
約
11
億
円
）

が
実
現
し
ま
し

た
。 

 

 

災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用
料
等

の
免
除
措
置
」
を
来
年
12
月
ま
で
継

続
す
る
と
達
増
知
事
が
表
明
し
ま
し

た
。
ま
た
内
陸
部
へ
の
災
害
公
営
住
宅

整
備
も
６
市
７
地
区
に
２
９
１
戸
整

備
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

台
風
10
号
災
害
対
策
で
は
、
３
回

に
わ
た
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
大

震
災 

人
の
正
社
員
化
が
実
現
し
ま
し
た
。 

県
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
で

は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
」
請
願
・
意
見
書
を

全
国
の
都
道
府
県
議
会
で
初
め
て

採
択
。「
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

を
求
め
る
」
請
願
・
意
見
書
も
採
択

し
ま
し
た
。 

 

た
。 

 

雇
用
対
策
で
は
、
県
内
最
大
企
業

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
岩
手
工
場

で
、
期
間
工
か
ら
の
正
社
員
化
は
昨

年
の
99
人
に
続
き
、
今
年
は
１
０
１

人
の
正
社
員
化
が
実
現
し
ま
し
た
。 

陥
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
、
真
相
究
明

へ
全
力
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
事
件
に

つ
い
て
は
、
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の

訴
え
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
・
県
教
委
が
初
動
の
対
応
を
怠

っ
た
点
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
教
師
に
よ
る
「
体
罰
」

が
相
次
い
で
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
行

為
で
あ
り
、
根
絶
を
め
ざ
す
抜
本
的

な
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１１月９日) 

商
工
文
教
委
員
会
で
、
教
師
に
よ

る
暴
言
・
暴
力
で
生
徒
が
不
登
校
に 

11
月
27
日
、「
原
発
再
稼
働
ス
ト

ッ
プ
！
ど
う
す
る
核
の
ゴ
ミ
！
全
国

交
流
集
会
ｉ
ｎ
岩
手
」
が
開
か
れ
、
全

国
か
ら
２
７
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

記念講演で訴える東京工業大学の
今田名誉教授（１１月２７日） 

小池晃書記局長、いわぶち友参院議員とともに岩泉町を訪
問し、伊達町長らから話を聞く（１０月２３日） 

２月 ８日（水）午後６時～８時 

３月 ８日（水）午後６時～８時 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

 １２月２４日、野党共闘をさらに発展させよ
うと、滝沢市で４野党による合同街頭演説を開
催。日本共産党からは斉藤県議、民進党から衆
院岩手２区・野党統一予定候補の畑浩治氏、自
由党から木戸口英司参議院議員、社民党から小
西和子県議が訴えました。 
 斉藤県議は、２０１５年の知事選で当時の野
党５党首が集まった「岩手は野党共闘の源流だ」
と強調。参院選や新潟知事選のように「野党と
市民が力を合わせれば安倍暴走政治は阻止でき
る」と訴えました。 

 

12
月
17
日
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵

器
廃
絶
国
際
署
名
」
を
す
す
め
る
岩

手
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

結成会で講演する日本被団協の木戸季市
事務局次長（１２月１７日） 

演説後、聴衆にアピールする（左から）斉藤、畑、
木戸口、小西の各氏（１２月２４日） 

  斉藤信 
（日本共産党） 

千葉絢子 
（県民クラブ） 

小西和子 
（社民党） 

吉田敬子 
（無所属） 

高橋但馬 
（改革岩手） 

福井誠司 
（自民党） 

樋下正信 
（自民党） 

小野寺好 
（公明党） 

軽石義則 
（改革岩手） 

阿部盛重 
（改革岩手） 

安保法制の廃止 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

｢駆けつけ警護｣等

新任務付与に反対 
○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

ＴＰＰ批准反対 ○ ※ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

カジノ法廃止 ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 

○：賛成 ×：反対  ※：請願に反対し意見書に賛成 


